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植物共存アーチテクチャー 

～生物系３年生の傑作に学ぶ～ 
 

足元の雑草をあらためてみてみましょう。そこには邪魔者とされ毟られる雑草がぎっ

しり生えています。帰化植物が多くなったといわれる今日、ひっそりと隙間にくらす在

来種もあります。その共存組み合わせにはルールがあるのでしょうか？ 

 

３年生の必修実習に「多様性生物学実習」があります。女鳥羽川のほとりの雑草共存

をスケッチするのです。１辺 62ｃｍの６角形のヘキサラート（１平方メートル）に１０

～２０種が共存します。その植物群をスケッチし、頻度を求め、共存相性を計測するの

が提出課題となります。あまりにも素敵な作品がありましたのでお見せします。 

 

幼いころ押し花を作った思い出のあるかたもおられましょう。今回はこれまで学術的

に整理されてきたような個別種類の押し花ではなく、共存植物押し花をつくりながら、

ともに暮らす植物群構造（アーチテクチャー）を覗いてみましょう。 

 

傑作７点を展示します。これらが将来の研究課題資料「共存植物群標本：SPECIES 

ASSEMBLAGE HERBARIUM (SAH)」の出発点になる予定です。これらの資料蓄積によって、

最近の都市気候温暖化（灼熱化）や開発で植物種組み合わせや帰化植物比率がめまぐる

しく変遷することが理解できます。 

 

野菜畑や田んぼのように同じ形や大きさの植物が暮らしていることはないのです。い

ろんな形態（大きさと形）をもつ植物同志が狭い範囲に共存できることがわかります。 

先輩のおねえさんやおにいさん（生物学系３年生）の素晴らしい作品をごらんくださ

い。足元の雑草をあらためてみてみましょう。そこには邪魔者とされ毟られる雑草がぎ

っしり生えています。帰化植物が多くなったといわれる今日、ひっそりと隙間にくらす

在来種もあります。その共存組み合わせにはルールがあるのでしょうか？ 
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